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AAVSOに報告される変光星観測は常にユリウス
日（JD）とその端数部分であるグリニッジ平均天
文学時（GMAT）で表示されなければならない。
これは、天文家によって使用される標準時であ
り、便利でありかつ曖昧さがない事から使われ
ている。その利点を挙げると：

－天文学日は正午に始まり正午に終わる。だか
ら、深夜12時にカレンダの日付を変える必要
がない。

－単一数字が年、月、日、時、分を表わす。

－世界中の観測者からの同一の恒星に関する
デ－タを簡単に比較できる。これらのデ－タは
同一時間帯である、イギリスのグリニッジ中央
子午線時を使っているからである。

以下の手順は、観測時であるJDとGMAT端数部分
を算出する方法である。

ステップを踏んだ説明

1.	 観測時を天文学日と時間に換算する。ここで
は地方標準時の正午から起算する。午前ない
し午後の代わりに24時間表示を使用する。

例：	
A.		6月3日	午後9時34分	＝	6月3日	9時34分	
B.		6月4日	午前4時16分	＝	6月3日	16時16分

ここで注意する事は、深夜12時を過ぎても観
測日が変わらない事である。と言うのは天文
学時は正午から始まり、正午に終わるからで
ある。深夜12時から始まり深夜12時に終わら
ない。

2.	 観測が夏時間(DST)に行われたのなら、標準時
間を得る目的で1時間差し引く。

A.		6月3日	9時34分（DST）	＝	6月3日	8時34分	
B.		6月3日	16時16分（DST）	＝	6月3日	15時16分

3.	 上述のステップ1.で算出された、観測の天文
学日に対応するユリウス日を図4.1に示された
JDカレンダから特定する。

AとB：		2005年6月3日	＝	2,453,525

第4章	—　ユリウス日と時間の計算

4.	 観測時の時間と分に対応した端数部分を表
4.1から見つける。そうして、その結果を上で
得られたJDの整数に追加する。この表は又観
測者の観測地の経度（そうして時間帯）を考慮
されている事に注意して欲しい。その結果得ら
れた結果がGMATである。

表4.1から抜粋された下表から、観測者が東経
15度の時間帯から観測しているとすると8時
34分に対応するGMAT端数部分は.3である事
が分かる。15時16分は.6に対応する。

そして、端数部分をステップ3で得られたJDの
整数部に足し合わせた結果が最終結果であ
る：

A.		JD	＝	2453525.3	
B.			JD	＝	2453525.6

続くペ－ジでは、地方標準時からJD／GMATに変
換する数例を示している。観測者は、この手順に
慣れ親しむ目的で各例について十分理解する事
を勧める。各観測の正しい日時を記録する事は絶
対不可欠である事を覚えておいて欲しい！
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計算例
例1	－	合衆国、マサチュ－セッツ州ケンブリッジ（
西経75度時間帯）で2005年6月22日東部夏時間（
DST）午後9時40分に観測した場合

ステップ1：	天文時	＝	2005年6月22日9時40分	
ステップ2：	9時40分－1時	から	2005年6月22日	
	 	 8時40分	
ステップ3：	JD	＝	2,453,544	
ステップ4：	GMAT端数	＝	6	
結果：	2,453,544.6

例2	－	日本の東京（東経135度）で2005年1月10日
午前1時15分に観測した場合

ステップ1：	天文時	＝	2005年1月9日13時15分	
ステップ2：	不要	
ステップ3：	JD	＝	2,453,380	
ステップ4：	GMAT端数	＝	.2	
結果：	2,453,380.2

例3	－	カナダ、ブリティッシュコロンビア州、バン
ク－バ（西経120度）で2005年2月14日午前5時
21分に観測した場合

ステップ1：	天文時	＝	2005年2月13日17時21分	
ステップ2：	不要	
ステップ3：	JD	＝	2,453,415	
ステップ4：	GMAT端数	＝	1.1	(1日を追加)	
結果：	2,453,416.1

例4	－	ニュ－ジ－ランド、オ－クランド（東経
180度）で2005年４月28日午後8時25分に観測
した場合

ステップ1：	天文時	＝	2005年４月28日8時25分	
ステップ2：	不要	
ステップ3：	JD	＝	2,453,489	
ステップ4：	GMAT端数	＝	-0.9	(1日を差し引く)	
結果：	2,453,488.9

注意：　例4で示されているように、仮に観測時
間が表4.1に表示されている時刻と同一であれ
ば、二つの端数の中で大きい方を選ぶ。

28ぺ－ジのカレンダは毎年AAVSO観測者に郵送
される代表的なカレンダである。このカレンダは、
2005年の毎月、毎日のユリウス日の最後の4桁を
表示している（実際のカレンダでは、７月－12月
は裏面に表示されている）。完全なJDを表示す
るには、上述で得られた4桁にカレンダに記載さ
れている2,450,000を加える。それが、観測日の
天文学日になる。

JDの起源は？

ユリウス日のシステムでは、全ての日にちがユリウス
日がゼロから連続して数えられている。起点日時は、
紀元前4713年1月1日の正午である。この日を起源と
決定したのは16世紀のフランスの古典学者ヨセフ　
ユスタス　スケリガである。この日は、3つの重要な周
期が重なっている。一つめは、28年の太陽周期と二つ
めは19年の月の周期であり、三つ目は「ロ－マ　イン
ダイション」と呼ばれる15年毎の課税査定である。

UT、GMT、そして　GMAT

しばしば観測者は、天文学の事象が世界時（又
はUT）で表わされている事に遭遇するであろう。
世界時は、イギリスのグリニッジの真夜中から始
まるグリニッジ平均時（GMT）と同一である。特
定の時間に対応したUTを計算するには、単純に
その特定時間に、観測者の観測位置の時差を加
えるか引けばよい。図4.2の「世界の時間帯地図」
は観測地の時差を見つけるのに役立つであろう。
UTからグリニッジ平均天文学時（GMAT）に変換す
るには12時間を差し引く。

観測者の便宜を図り、他に二つの表をこの章に
掲載する：

表4.2は、1996年から2025年までの各月のゼロ日
のJDの一覧表である。ゼロ日（この日は、実際には
前月の最後の日である）は通常のカレンダ日に単
純に一覧表になったJDを足し合わせて、いずれ
の日のJDを計算しやすくする目的で使用される。

例：	 2005年1月28日
	 ＝	（1月0日のJD）+28
	 ＝	245337+28
	 ＝	2453399

表4.3は、ある日のGMAT端数を下4桁まで表わす
場合に使用される。この精度は、あるタイプの変
光星の場合にのみ必要である（表6.1、41ペ－ジ
参照）。

観測者の中にはJDを計算する目的で、自身でコ
ンピュ－タプログラムを組んだり、すでに存在し
ているプログラムを活用することを好む者もい
るであろう。オンラインJDカレンダがAAVSOの
ウエブ上に公開されている(http://www.aavso.
org/observing/aids/jdcalendar.shtml)。
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図4.1	—	ユリウス日（JD）の例
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図4.2	—	世界時間帯地図

「世界時間帯地図」はHM国立暦事務局によって作製された。著作権は当研究審議会中の中
央研究所審議会にある。その審議会の許可を得てここに転載。
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表4.1	—	ユリウス日の端数値　この表はある日に観測が成された時間をユリウス日の小数点第一位
に換算する時に利用される。換算される時間の端数はグリニッジ平均天文学時である。この表を使う
には、観測地点の時間帯を最も的確に表している経度を見つける。そうして、その欄を下り、観測時間
をまたがる二つの時間を見つける（つまり、一つの時間は観測時より早く、二つ目の時間は観測時間
よりも遅くて隣接する時間である。）そうして、行を左に進み、小数点第一位の数値を記録する。この数
値を観測日を表すＪＤ整数に追加する。もし観測時間が表上の時間と同じ場合、その時間を挟む端
数値で大きい方を取る。
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この線以下の時間につい
ては、１日を追加して、左の
ＪＤ端数を加える。

この線より上にある時間について
は、１日を引いて、左のＪＤ端数
を加える。
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表4.2	—	1996年から2025年のユリウス日

この表を使用するには、観測したカレンダ日（正午から始まり正午で終わる天文時に基づき）を求め
る年の適切な月のゼロ日に加算する。例えば、2015年2月6日に観測された場合、その日のユリウス
日は：2457054+6=2457060	になる。
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表4.3	—	ＪＤ端数（小数点以下4桁表示）　この表では、上欄横方向にGMAT時間が表示さ
れていて、縦にGMAT分が表示されている。時間と分が交差する値がその日のJD端数値説
明されている。


